



















































































































































































 第2図  ChromiteのCrx100/Cr
 十A1十Fe+3-Mg×100/
 Mg+Fe+2図
BurroMountain(Loney
 eしa1.,1971)
Stillwater(Jackson,1969)
 ち母岩漿は当初,珪酸一クローム鉄鉱一硫化物組成をもち温度の低下とともに2種の不混和流動体
 (珪酸塩流動体とNi,Fe,Cu,Sを含むクローム鉄鉱流動体)へと分離一溶離したものと考えられ
 る。このク・一ム鉄鉱融体はNi,Fe,Cu,Sを含むものであるが,Sは不足気味であり・且つfugacl-
 tvは低かったと考える。これはNi・Fe,Co・Fe合金鉱物の存在や・単硫鉄鉱に近い組成の磁硫
 鉄鉱の存在から推定される.又Stage(H),(皿)に晶出する脈石鉱物が殆んどないことから比
 較的Dryな状態であったと考える,,このクローム鉄鉱融体からStage(皿)でク・一ム鉄鉱(H),
 一440一
 Ni-Fe,Co-Fe合金鉱物が晶出した,,この結果残漿にはNi,Fe,Cu,Sが濃集し温度の低下ヒより
 Stage(m)の硫鉄ニッケル鉱(1),磁硫鉄鉱,硫鉄ニッケル鉱(E)・,含Mg鉄鋼硫化鉱物,磁
 鉄鉱(n)の晶出が行なわれた,,CraigとKullerud(1969)によれば,硫鉄ニッケル鉱の安定温度
 の上限は6tO℃±2℃とされている.従って,Stage(皿)の晶出開始温度は600℃以下であった
 と考えられる.このSta離(H)の鉱物晶出終了をもって,超苦鉄質岩類を形成した岩漿貫入に始ま
 る一連の火成活動,鉱化作用は終了した.なお蛇紋岩化作用は超苦鉄質岩類を形成した火成活動に
 伴うものもあるが,大部分は中新世の斑粉岩一閃緑岩の貫入に伴うものであり,ニッケル・ク・一
 ム鉱床を胚胎している構造帯,勇断帯や貫入境界附近の超苦鉄質岩類に強く作用したと考える。
 これは地質学的事実とも一致している。
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 論文審査の結果の要旨
 本論文はフィリッピンの超苦鉄質岩類の産状と岩石学的検討を行い,同岩類と関係して生成した
 ク・一ムおよびニッケル鉱床の鉱床学的研究と鉱石鉱物の同定と共生関係を検討し,超苦鉄質岩頚
 の火成活動と,クロームおよびニッケル鉱床の鉱化作用との成因的関係と生成環境を明らかにした
 ものである。
 フィリッピンの超苦鉄質岩類は南北方向に3つの配列をなして分布するが何れも白亜紀末の造山
 運動に伴う構造帯に貫入したもので,ズン橄欖岩,ハルツバージャイト,レルゾライト,ウェルラ
 イト,輝石岩からなり,中新世の斑蛎岩一閃緑岩に貫入されている。超苦鉄質岩類23個および造
 岩鉱物としての橄欖石4個,斜方輝石3個,単斜輝石t3個の化学分析を行い,種々の検討を行っ
 た結果,本岩類は通常のアルプス型のもので比較的高温・低圧下,およそ1,200℃,3-6kbで平衡
 に達したもヴ)であることを推定している。
 ク・一ムおよびニッケル鉱床はズン嬲者および橄欖岩類を母岩としており,ク・一ム鉄鉱鉱体
 は脈状,平板状,レンズ状をなし,橄欖岩類の層状構造と緩く斜交して塊状鉱,縞状鉱,鉱染鉱を
 主とする。ニッケル鉱床は初成硫化ニッケル鉱床と風化残留ニッケル鉱床からなり,前者は硫鉄ニ
 ッケル鉱の鉱脈で明らかにク・一ム鉄鉱鉱体を切って分布する.
 鉱石鉱物はク・一ム鉄鉱,磁鉄鉱,自然白金,自然パラジウム,アワルアイト,ワイラウライト,
 ペントランダイト,磁硫鉄鉱,黄銅鉱およびバレリー鉱を顕微鏡観察とEPMA分析により同定し,
 橄欖石,斜方輝石を合せて鉱物晶出順序を決定している。
 さらに鉱物晶出期を3期に分け,第L期は超苦鉄質岩類の造岩珪酸塩鉱物の生成期,第2期はク
 蜜・一ム鉄鉱およびニッケル,コバルトの鉄合金の生成期はペントランダイトを主とする硫化鉱物の
 形成期としそれぞれの形成期の温度および生成環境を推定し,超苦鉄質岩岩漿から超苦鉄質岩類一
 夕ローム鉱床一ニッケル鉱床への一連の生成過程を解明している。
 以上を要するに本研究は従来比較的研究の少ない岩漿性鉱床の成因について新知見を興えたもので,
 揮士論文として合格と判定する.
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